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成 果 報 告 
人間・環境学研究科 

研究員 
大井 修吾 

 
申請者は、平成 22年 8月 21日から 27日にかけて、ハンガリー共和国ブタペストのエト
ヴェシュ大学にて行われた国際鉱物学連合 第 20回総会（The 20th General Meeting of The 
International Mineralogical Association）に参加した。国際鉱物学連合の総会は鉱物学

のみならず、岩石学・地球化学・鉱床学などの発展を目的として 4 年に一度開催され、参
加者はそれぞれ 4 年間の集大成をこの学会で発表する。国際鉱物学連合は非常に由緒正し
い国際組織であり、例えば 4000種以上報告されている鉱物種はこの国際鉱物学連合により
取りまとめられている。会場には、学会参加者が発表する教室だけでなく、鉱物学で必要

となる各観察機器や分析機器を企業側から展示・説明するブースが設けられていた。また、

会場となったエトヴェシェ大学南棟には鉱物標本博物館があるのだが、この南棟自体が鉱

物標本をおさめるためにデザインされた建物であるらしく、国際鉱物学連合の総会を行う

にはふさわしい建物であると思われる。 
この総会のセッション、[TH132 – Thermodynamic behaviour of Earth materials]にて
申請者は 8月 25日に、[Stability field of the high-temperature orthorhombic phase in 
Mg2Si2O6-CaMgSi2O6 system]というタイトルでこれまでの成果を発表した。今回の発表
はじっくりと議論すべき内容であると判断したため、ポスターによる発表を選択した。申

請者の研究テーマは主要な造岩鉱物である輝石であり、鉱物学の中でも王道となるテーマ

である。今回のタイトルに入っている[Mg2Si2O6 -CaMgSi2O6 system]は、古くは 1909
年から研究対象とされてきたが、1970年代後半に低温と高温の離れた領域において、斜方
輝石が安定領域を持つという熱力学的に不自然な問題が提唱された。この問題については、

1980年代を中心に議論されてきたが、近年まで解決することができなかった問題である。
申請者はつくばの高エネルギー加速器研究機構、Photon Factoryにて放射光高温その場 X
線回折実験を行い、輝石の新しい相、高温型斜方輝石を発見し、低温領域と高温領域では

異なる斜方輝石相であることを示し、上記の問題を解決し、さらには安定領域の圧力依存

性について示した発表であった。申請者の今回の発表は、1980年代の問題について扱った
ものであったため、今回の学会では特に年配者の方を中心に興味を持っていただき、議論

をすることができた。 
今後の展開として、Mg2Si2O6-CaMgSi2O6 system だけではなく、Mg2Si2O6 - 

Fe2Si2O6 systemを考えることで、地球内部のどのような条件で、申請者の発見した新し
い相が存在するのかを進展させる方向に考えていた。しかし、各企業の展示ブースにて最

新の観察・分析機器についての情報収集をすることで、自分の研究の今後の展望が上記だ

けではなく、例えば結晶のサイズ効果や、相転移の際の微細構造の観察など様々な方向へ

の進展について考える機会を得ることができた。 



また、自分の研究以外にも、学問として鉱物学全体がどのような流れになっているのか

を知ることができた。今年度の国際鉱物学連合の総会では、特に粘土鉱物に関するセッシ

ョンが例年よりも多く、粘土鉱物そのものの物性や、粘土鉱物と流体包有物の関係につい

ての議論が活発に行われていた。また、地殻流体のセッションでは、その流体包有物と地

殻・上部マントルにおける流体の挙動に関して活発に議論が行われていた。 
 

個人的なことになりますが、今回の学会で特に喜びと驚きを覚えたのは、ドイツ・イエ

ナ大学の Zeidler Simonとの再開でした。申請者は昨年度、大阪大学に所属していたのです
が、そのとき彼も短期留学で大阪大学に 3 ヶ月きており、そのとき同じ部屋を居室として
研究していました。彼の発表は、スターダストの色について扱ったものであり、例えばフ

ォルステライト(Mg2SiO4)等に、例えば Mn などを含ませた場合の色の変化から、スター
ダストの色について考えるというものでした。互いに研究テーマは異なるものの、興味を

持ち合い、それぞれの視点から議論を行うことができました。 
最後に、今回の国際会議への参加を助成してくださり、また発表の機会を与えてくださ

いました京都大学教育研究振興財団に心より感謝を申し上げます。京都大学教育研究振興

財団の益々のご繁栄と、若手研究者の研究の発展を心よりお祈り申し上げます。 
 


